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はじめに

子どもたちが話を聞いてくれない。
クラスがギスギスしている。
毎日のようにトラブルがある。
保護者の方から注意を受ける。

初任者の頃、私の心は擦り切れ、夜も眠れないことがありました。
この本を手にとってくださっている方の中にも、そんな経験をされて
いる方がいらっしゃるかもしれません。
当時の私は、どうにかこの暗中模索のトンネルから抜け出そうと、
たくさんの教室にお邪魔する中で、明るく前向きな学級には共通点が
あることに気がつきました。
それは、教師が子どもを褒め、励まし、認める言葉の「数と質」で
す。朝の会で褒め、授業で励まし、帰りの会で子どもたちの頑張りを
認める。前向きな言葉を浴びる子どもたちは、目を輝かせ、仲間を思
いやる人へと成長してきます。

では、どのような言葉をかけたら良いのでしょうか。
もともと、私は、人を褒めたり、認めたり、尊重したりすることが
とても苦手でした。そんな私に言葉かけのヒントをくれたのが心理学
です。心理学は心の学問です。子どもの心の作用について、たくさん
の答えをくれました。
どのような言葉をかけたら、子どもたちが前向きになるか。励ます
言葉はどのようなものがあるか。その問いに、心理学は科学的な根拠
を示してくれたのです。
本書で紹介する言葉かけも、子どもの心の動きに沿ったものです。
実践していただければ、「いつもはおしゃべりばかりの子どもが、真
剣に話を聞くようになった」「何事にも面倒くさそうにしている子ど
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もの動きが変わった」という体験をしていただけるはずです。

本書では、学校現場で特に重要な場面ごとに、効果的な言葉かけを
記しました。いつもの学級運営や授業で使っていただけます。
第 1章では、言葉かけはもちろん、「言葉かけをする前」に注目し、
どのような言葉かけでも「効果を上げる」ための技術について記しま
した。
2章以降は「褒める」「叱る」といった、普段悩みがちな言葉かけ

を解説します。また、子ども同士のトラブル時の指導や、その後の
フォローまでをしっかりお伝えします。「トラブル」といった一見後
ろ向きな場面であっても、「いかに、子どもの背中を押す言葉かけを
するか」という視点で書きました。
さらに、「安定したクラス」をつくるためには、子どもの協調性や
主体性を伸ばしていくことも大事です。「協調性や主体性って、どう
やって指導したら良いの？」という方にも、具体的な手法を説明しま
す。

なお、心理学を応用した言葉かけは、大変効果があります。した
がって、使い方には注意が必要になります。クラスをより良いものに
していきたい。子どもたちに毎日笑顔で、気持ち良く学校生活を送っ
てほしい。そんな温かい気持ちでご使用ください。

　言葉かけにお金は必要ありません。数秒程度の「言葉」によって、
クラスはガラッと変わります。そうした体験をぜひ、本書を通して
行っていただければと思います。読み終わる頃には、きっと学級運営
を楽しめるようになっていることでしょう。
この 1冊がより多くの方の力になりますように。
 阿部 真也
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効果的な言葉かけ

PO INT

14

難しい指導は、信頼関係を結ぶことから始めよう

君だからこそ言うね

指導をしていると、どこか反抗的な態度をとる子どもと出会うこと
があります。「どうせ、自分なんか」と投げやりになっている子もい
ます。そうした場面では「教師の期待」を伝えることが大事です。

3
特別な存在であることを
伝え、信頼を得る
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第 1 章　クラスがまとまる「きほん」の言葉かけ

信頼関係は、好意を伝えることから始まる
反抗的な、または投げやりな態度をとる子は、「先生は自分のこと
が嫌いなんだ」などと思い込んでいる場合があります。そこで、まず
は、教師の子どもに対する思いを伝える言葉をかけることで、子ども
の変容を図ると良いでしょう。
たとえば、喧嘩が解決した後に、当事者のうち、よく喧嘩をしてし

まう子だけを呼びます。その子だけになった場面で「君だからこそ言
うね」という言葉をかけます。多くの子は「なんだろう？」という顔
をしながらも「はい……」と返事をしてくれます。この言葉かけの後
に、「また喧嘩しそうになったら、まずは、立ち止まって、本当に怒
るほどのことなのかを考えてみて。これは、なかなかできないことだ
よ。だけど、君だからこそ、お願いしているんだよ」と伝えましょう。
これは「ハード・トゥ・ゲット・テクニック」といい、「私にとっ
て、あなたは特別な存在だ」と、相手に自分の好意や信頼を伝える手
法です。難しいことを、あえて「君にはできる。その君だからこそお
願いしている」と語りかけることで、子どもは「先生は自分に期待し
ているんだ」「だったら少しやってみよう」と感じます。その結果、
信頼関係を結ぶことができるのです。

使用上の注意点
子どもは、必ずこの言葉かけで変わるため、少しの変化を見逃さず
見取ることが大切です。一度きりではなく継続的に、君には期待して
いるという思いを伝えることが重要です。
ただし、必ず他の子どもがいない状況、あるいは聞こえない状況で

伝えましょう。他の子どもに「えこひいきしている」「自分も言われ
たし、みんなに言っているのでは？」と不信感を持たれてしまう可能
性があるからです。また、特定の子に頻発するのもＮＧ。「君だから
こそ」という言葉が軽くならないように気をつけましょう。





効果的な言葉かけ

PO INT

22

小さなお願いで、子どもの緊張感を緩和する

1 分だけちょうだい

教師の話を聞かない。拒絶する。なかにはそうした子もいます。根
本的に解決するために、話をする機会をつくりましょう。まずは、子
どもたちの抵抗感を和らげることが大事です。

7
このひと言が
「話を聞かない子」に効く
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第 1 章　クラスがまとまる「きほん」の言葉かけ

「短時間」が心の抵抗感をなくすカギになる
話し合いを拒絶する子どもには、「 1分だけちょうだい」と言いま
す。すると、多くの子どもたちは、通常よりはるかに聞く耳を持って
くれるでしょう。時間を限定することで、聞こうとしない子どもの気
持ちをこちらに向けさせ、関係を結ぶきっかけをつくるのです。
これは、「フット・イン・ザ・ドア・テクニック」といって、簡単
な要求から提示し、徐々に相手が自分の要求を受け入れやすくなる技
術です。単に「先生と話しましょう」と言うと、子どもは心を閉ざし
てしまうこともあります。教師と話すことは大きな緊張や抵抗感を生
む場合があるからです。威圧的な態度で接するなど、もっての他で
す。
そこで、「 1、 2 分だけで終わります」などと時間を提示します。
1分や 2分は短い時間です。教師と話すという抵抗感を軽減させ、子
どもも「それくらいなら」と受け入れてくれてくれることが多いで
しょう。
また、教師自身も、短い時間で伝えようと意識することができま
す。決められた時間をしっかりと守り、教師の愛情を表明し、子ども
たちとの信頼関係を結びましょう。

笑顔で接する
このように時間を決めて話すと、必ず、秒数を数える子がいます。
そのようなときも、注意するのではなく「数えていたの？」と笑顔で
対応したいです。あくまで、話を聞く機会を設けることが大切だから
です。子どもが秒数を数えて、それを教師に伝えるのは、それだけ教
師を信頼している証拠でもあります。叱るのは避け、一緒に同じ時間
を共有したことを喜びたいものです。その積み重ねが、お互いの信頼
感を高めるのです。





効果的な言葉かけ

PO INT

38

意外な言葉でグッとやる気を上げさせる

君たちは卒業です

「すごい」「素晴らしい」という言葉を子どもたちに伝えることは大
変素晴らしいことです。しかし、同じような言葉では子どもたちに
とって新鮮味がなく、飽きてしまうかもしれません。

6
クスッとさせて
やる気をあげる
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第 2 章　子どもの心を温める「褒める」言葉かけ

意外な言葉で、笑いと共に褒めてみる
「素晴らしい。君たちは卒業です。明日から中学校へ行ってらっ
しゃい」。この言葉かけでは、ただ褒める言葉を伝えるのではなく、
「中学校」など具体的な固有名詞を使い、子どもたちのやる気をアッ
プさせます。
たとえば、高学年に課題文を書かせたときに、一生懸命書く子とダ
ラダラと書く子がいます。このときは、ぜひ頑張って書いている子を
褒めたいものです。課題を書き終わった時に、子どもたちの様子を見
てみましょう。一生懸命書いた子は、こちらを見て姿勢を正している
ことでしょう。そんな時に、この言葉かけを使うのです。
課題を書き終わったことだけで、卒業できることに子どもたちは
びっくりします。そして、そんなことはありえないので、クスッと笑
いが起き、クラス全体が明るい雰囲気になるでしょう。
心理学に「目標設定の効果」というものがあります。明確で具体性
を持った目標は、曖昧な目標よりも高いモチベーション（動機づけ）
効果を持つという考え方です。小学校を卒業するという言葉は誰もが
知っていますし、目標にしています。「卒業」という響きには特別な
ものがあります。このことから子どもたちに対して「卒業するくらい
とっても素晴らしい」と感じている教師の思いを伝えることができま
す。

「すごい」表現に子どものやる気もアップ！
「卒業」以外の言葉を使うのであれば、「○年生レベル（実際の学年
よりも上の学年）」や「総理大臣レベル」「大統領レベル」などが挙げ
られます。子どもにとってわかりやすい「目標」を持ってくることで
笑いも生まれ、がぜん頑張ろうとする子が増えます。




